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みんな元気に体力づく り (東小学陵プールで写す）

ｂ
う
ま
い
と
思
え
と
今
日
の
：
…
・
と
い
う
句
？
は

「
暑
さ
」
の
こ
と
で
し
た
か
「
寒
さ
」
の
こ
と
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
つ
い
口
に
出
し
て
し
ま
う
こ
の
、
ご

ろ
の
暑
さ
で
す
。
ダ
リ
ヤ
や
カ
ン
ナ
の
花
が
咲
き
、

カ
ナ
ヵ
ナ
と
ひ
ぐ
ら
し
ゼ
ミ
が
朝
か
ら
な
き
た
て
て

い
ま
す
。
日
中
、
や
け
つ
く
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
も

ひ
ま
わ
り
の
花
は
太
陽
に
顔
を
向
け
て
、
す
っ
と
立

っ
て
い
る
姿
の
美
し
さ
は
見
事
で
す
。

高
温
多
湿
の
こ
の
ご
ろ
は
不
快
指
数
を
高
め
て
い

ま
す
。
じ
っ
と
す
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
も
ジ
ワ
ジ
ワ

に
じ
み
出
て
く
る
汗
は
ど
う
す
る
こ
方
｜
も
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
汗
を
か
く
と
↓
う
こ
と
は
、
排
尿
作

用
と
同
じ
こ
と
な
の
で
、
汗
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て

体
内
の
老
廃
物
を
排
川
し
、
血
液
を
き
れ
い
に
す
る

働
き
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
健
康
の

た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
美
容
の
た
め
に
も
、
運
動
な
ど

し
て
大
い
に
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

体
力
づ
く
り
に
水
泳
は
最
適
で
す
Ｊ
夏
休
み
中
の

土
・
日
曜
日
に
は
、
高
萩
中
学
校
（
中
学
生
以
上
）

東
小
学
校
（
小
学
生
以
下
）
の
．
プ
ー
ル
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
家
の
中
で
ご
ろ
ご
ろ
ば
か
り
し
て
い
な
い

で
、
み
ん
な
で
利
用
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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らア
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本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
昭
保
険
財
政
は
、
国
庫
補
助
金
な
ど
と

和
誕
年
に
発
足
し
、
こ
と
し
で
妬
年
目
保
険
税
で
ま
か
な
う
こ
と
が
た
て
ま
え

を
む
か
え
ま
し
た
。
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
給
付
費

こ
の
間
、
医
療
給
付
磯
は
増
え
つ
づ
な
ど
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
保
賦

け
発
足
の
と
き
に
比
等
へ
る
と
、
な
ん
と
税
率
の
改
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

妬
倍
以
上
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
の
で
す
。

こ
れ
は
、
医
療
内
容
が
充
実
さ
れ
た
こ
国
保
税
は
こ
の
よ
う
に
し
て
決
ま
る

と
、
給
付
の
改
善
な
ど
が
な
さ
れ
た
た
歳
入
の
不
足
分
を
税
金
で

め
で
す
。
家
族
全
員
の
７
割
給
付
を
は
保
険
税
は
目
的
税
（
特
定
の
事
業
に

じ
め
昨
年
１
月
１
日
か
ら
、
和
歳
以
上
要
す
る
経
費
に
す
る
た
め
課
す
る
税
）

の
お
年
寄
り
の
医
療
費
を
無
料
に
し
た
で
す
か
ら
、
歳
入
の
不
足
分
が
保
険
税

こ
と
、
》
」
と
し
の
２
月
か
ら
、
医
療
費
に
な
り
ま
す
。

が
実
質
Ⅳ
・
５
％
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
Ⅲ
業
予
算

ま
た
昨
年
４
月
１
日
か
ら
の
、
乳
児
．
額
は
３
億
１
千
２
１
１
万
８
千
円
で
す

ね
た
き
り
老
人
・
重
度
身
体
障
害
者
な
が
、
そ
の
う
ち
２
億
８
千
３
５
３
万
３

ど
、
医
療
賀
の
無
料
化
制
庇
の
実
施
に
千
円
の
肌
・
だ
％
が
保
俄
給
付
曲
で
占

伴
な
い
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
波
及
増
め
て
い
ま
す
か
ら
、
保
敗
給
付
鋤
の
動

加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
向
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

県
た
得
土
額
率
つ
所
ち
税
り

準
な
波
う
る
当

の
か
人
較
７

》
》
祁
峠
評
恥
吋
偶
帰
峠
叱
一
の
当

〃
，
１
」
、

１
り
ゞ

ｒ
屯
り

ｉ
じ
Ｉ
Ｊ
額
皿

改
》
洞
く

国
保
税
引
上
げ
実
質
別
％

医
療
福
祉
の
波
及
増
と

医
療
費
の
改
正
が
原
因

保険税率の改定比較

区分'48年度|49;Mr

８
０
回
０

３
１
６
０
’

４
ｍ
’

所得害I

０
０
８
０
３
１

５

冊

０
１

３
貰産害

’
円

2,290

円

3，720

３
０
Ｆ
８７Ｌ均等割

円

2，900
｜平等害’

保険税と総饗用額の比較

（1人当り）

48年度'49年度(見込)|増加額区
（
こ
れ
は
、
国
の
定
め
る
算
出
方
法
で

計
算
さ
れ
ま
す
）
さ
ら
に
総
務
費
、
保

険
施
設
饗
な
ど
が
加
わ
り
支
出
総
額
に

な
り
ま
す
。

支
出
総
額
が
き
ま
る
と
、
そ
れ
に
見

合
う
よ
う
収
入
を
確
保
す
る
わ
け
で
、

ま
ず
国
の
補
助
金
を
計
算
し
、
他
の
収

入
す
べ
て
を
見
込
み
ま
す
。
こ
の
合
計

額
を
支
出
総
額
か
ら
差
引
き
ま
す
と
不

足
額
が
算
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
今
年

度
必
要
と
な
る
税
額
と
な
り
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
。

今
回
の
税
率
改
正
は
別
表
の
と
お
り

で
す
が
、
前
年
に
比
べ
て
媚
・
４
％
で

う
ち
自
然
増
鴫
・
６
％
、
実
質
型
・
８

％
の
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

以
上
が
改
正
の
あ
ら
ま
し
で
す
。
国

民
健
康
保
険
事
業
の
姓
全
運
営
の
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
叫
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
や
不
明
な
点
は

市
保
険
年
金
課
（
内
線
２
２
６
）
、
市

税
務
課
（
内
線
２
１
１
．
２
１
２
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
・

円

保険税 7,813

円

総費用額 29,202

円

11,214

円

3，401

円

8，673

円

’37，875
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y 午後2'町:40分相馬駅発
§ 午後6II"分高萩駅肩
§ し募集人員 1. 000人
§ し費 用おとな3’'00円こども2,400円（予定）
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上
林
茂
次
郎
（
公
）
１
９
８
３

参
院
選
投
票
率
浦
・
妬
兜
星
谷
川
仁
胃
）
“
＄
‐
・

宮
田
輝
（
自
）
１
０
０
８

あ
ん
の
う
勝
（
社
）
９
２
５

前
回
魂
趣
を
大
き
く
上
回
る
９
０
５

山
東
昭
子
（
目
）

立
木
洋
（
共
）
７
６
６

参
議
院
議
員
選
挙
は
７
Ⅱ
７
日
の
川
商
萩
中
驍
校
の
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た

福
間
知
之
（
社
）
４
３
４

雁
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
巾
内
で
も
立
合
油
説
会
の
入
場
省
が
、
約
９
０
０

行
島
幸
男
（
伽
）
３
９
０

午
前
７
時
か
ら
濁
の
投
票
所
で
い
つ
せ
人
に
迷
す
る
蝋
況
と
な
り
、
し
か
も
、

目
黒
け
さ
次
郎
（
社
）
３
７
７

い
に
開
か
れ
、
午
後
７
時
ま
で
に
１
万
投
票
率
で
男
巧
・
瓢
％
に
対
し
て
、
女

市
川
房
枝
（
雌
）
３
５
８

６
千
皿
人
が
投
票
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
沁
・
開
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
点
が
注

当
日
の
有
椛
者
数
２
万
１
干
鯛
人
に
対
目
さ
れ
ま
す
。
高
萩
市
で
の
得
票
状
況

み
ん
な
で
参
加
し

し
布
・
妬
％
に
当
り
ま
す
。
こ
の
数
字
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

は
昭
和
始
年
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
選
【
地
方
区
】

よ
り
通
・
虹
％
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
や
た
べ
理
（
社
）
６
４
８
４
市
民
の
患
な
さ
ん
の
健
康
増
進
と
親

ま
た
、
今
回
の
全
県
平
均
泥
・
配
％
を
郡
祐
一
（
自
）
３
２
５
０
睦
を
図
り
、
明
る
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く

上
回
り
、
肥
市
中
の
第
二
位
の
高
い
投
岩
上
妙
子
（
諸
）
３
１
１
０
り
を
目
的
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
行
事

票
率
を
示
し
て
い
ま
す
。
二
見
仲
明
（
公
）
１
９
４
５
を
計
画
し
ま
し
た
。
最
近
は
、
と
く
に

こ
れ
は
、
市
民
の
政
治
意
識
が
高
く
海
野
肇
き
お
（
共
）
９
１
２
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
生
活
様
式
に

な
っ
た
こ
と
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
【
全
国
区
今
へ
ス
ト
、
〕
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
強
い
体
力
を

灘
1

1

〃
ハ
ー
ふ
た
り
そ
ろ
っ
て
浜
防
風
（
〈
マ
ザ
ク
）
つ
ん
だ

あ
の
日
あ
の
時
・
・
・
：
．

松
原
音
頭
の
一
節
で
す
が
、
ハ
マ
ザ
ク
と
は
地
方
名
で
、
ほ
ん
と
う
は
ハ

マ
ポ
ゥ
フ
ゥ
と
い
い
ま
す
。
セ
リ
の
な
か
ま
で
、
若
葉
は
よ
く
刺
身
の
つ
ま

に
つ
い
て
き
ま
す
が
、
ミ
ツ
バ
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

夏
に
な
る
と
、
光
沢
の
よ
い
濃
緑
色
の
葉
に
白
い
小
さ
な
花
が
多
数
集
ま

っ
て
咲
き
、
実
が
熟
す
る
と
砂
上
に
散
乱
し
ま
す
。

日
本
全
土
。
南
は
台
湾
、
北
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
広
く
分
布
し
、
海

岸
の
砂
地
に
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。

征
が
”
ざ
の

γ
６
叩
〃
正
ご
凸

震

勇一/釦,E1

.V1，1

⑤
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ

（
ハ
マ
ザ
ク
）

養
う
こ
と
は
、
明
る
い
家
庭
の
第
一
条

件
で
す
。

ゑ
ん
な
で
参
加
し
、
桑
ん
な
で
応
援

を
し
ま
し
ょ
う
。

第
７
回
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
き
９
月
１
日

と
き
９
月
１
日

と
こ
ろ
高
萩
中
体
育
館

参
加
資
格
市
内
に
居
住
し
て
い
る
既

婚
の
女
性

チ
ー
ム
の
編
成
公
民
館
、
小
・
中
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
事
務
所
、
町
内
会
な

ど
単
位
に
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
。
チ
ー

ム
に
は
監
督
１
名
、
主
将
１
名
、
選
手

９
名
、
補
欠
５
名
の
妬
名

第
２
回
市
長
杯
軟
式
野
球
大
会

と
き
９
月
蝿
・
蝿
・
理
・
認
日

と
こ
ろ
市
営
野
球
場
、
高
浜
グ
ラ

r藍菫冨隷一一一：霊謡Zuレ寺哩一弄型弍矛ユ十一一←

高萩市民まつりが71]20･21日の両日、 日中はこども

たちのダルみこしなど、夜はことしはじめての「高萩

市民ぱやし」のおどりのパレード(20日は雨天で中止）
に約1.000人が参加して、夜おそくまでにぎやかに行

なわれました。

ン
ド
、
秋
山
中
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
者
（
学
生
を
除
く
）

参
加
料
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

応
募
要
項
１
チ
ー
ム
監
督
を
含
め
て

お
名
以
内
と
す
る
。
登
録
様
式
に
し

た
が
い
８
月
即
日
ま
で
（
必
着
）
に

市
教
育
委
員
会
ま
で
参
加
料
を
添
え

て
申
込
む
こ
と
。

問
合
せ
先
い
ず
れ
も
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
壁
③
１
１
２
５
）

皇
。
一
一
吾
■
弓
■
一
戸
■
』
■
甲
一
■
・
『
一
阜
守
一
画
■
二
■
●
一
』
・
一
拍
●
■
三
ロ
ヘ
ー
マ
ニ
ｅ
・
●
｜
Ｂ
▲
一
勺
■
」
■
●
一
寺
■
一
三
・
・
■
一
』
■
二
・
・
一
口

Ⅶ
電
気
事
故
に
注
意

畝
Ｏ
セ
ミ
や
ス
ズ
メ
の
巣
取
り
で
、
電
州

Ｍ
柱
に
の
ぼ
り
、
感
電
し
け
が
を
し
Ｍ

Ｗ
た
生
徒
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
電
柱
Ⅳ

川
に
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自然をたいせつにされるかたならどな

たでも歓迎します。動物や植物を通じて

自然に親しんでみませんか。

入会を希望するかたは、市教育委員会

社会教育課（霞③1125)へ、直接または

ハガキなどにより、住『ﾘT，氏名、職業、

年令を記入の上お申込み､ください｡

－他県ナンバー自動車は司
一ぜひ登録替えの手続を

茨城県内に定置場があるにもかかわら

す、他県ナンバーをつけている|と|動車が

約1万台あり、これによって、本県の|き’

動車税が約1億5千万円程他の県へ納めら

れてし､ると推定されます。

自動車税は道路の整附にあてられます

が、本県の道路は、市町村.道も含めて、

北海道を除き全国一の長さがあり、その

舗装率は全国平均25％に対し県道80.4％

市町村道11.1%平均15_6%と低率です。

遠路を良くするためにも、本県内にあ

る自動車の自動車税は本県に納めるよう

こ’協力ください。

そのために、他|具ナンバーの自動車を

お持ちの方は、茨城ナンバーに切替える

ようぜひ登録替えの手続きをおl肌いしま

す。

自動車の取得に関連する碇|動車llX得税

は66.5％が市町村道のために市町村へ交

付されるしくみになっております。

象んなで住翠よい茨城の建投のために

協力いたしましょう。

正しく使って

楽しい花火を違反屋外広告物を’

一掃しましょう
花火遊びは楽しいものです。 しかし、

火を使うので危険をともないますから正

しい使いかたをしましょう。

遊ぶときは次のことに注意しましょう

○花火に書いてある遊び方を良く読んで

必ず守りましょう。

○花火を人や家に向けたり、燃えやすい

物のある場所で遊ばないようにしまし

ょう。

○風の強いときは花火遊びをやめよう。

○おとなといっしょに遊びましょう。

○水を用意しましょう。

○吹出し、打上げなど筒物花火は、途中

で火が消えても筒をのぞいてはいけま

せん。

○花火をポケットに入れないようにしま

しょう。

○たくさんの花火に一度に火をつけては

危険です。

○花火をほく･して遊ぶことは、危雌なの

でしてはいけません。

電話の夜間割引きの

L適用は60キロ以上です」
市外通話の夜間割引きは、 60キロメー

トルを超える地域に限られています。近

距離の「日立･水戸･笠間･大洗･平・勿来

など」は割引きになりません。

近距離への上手な電話のかけかたは、

一番こみあう夜間割引前に、済ませるこ

とです。

ご自分で直接ダイヤルーする60キロメー

トル以上の市外通話も、 自動的に夜間割

引きになるしく詮になっています。

料金を知りたい場合のほかは、早く､て

おとくなダイヤル通話をご利用ください

（高萩電報電話局）

まちのいたるところに、ハリ紙・ポス

ターや立看板などが見受られます。これ

らの広告物を表示するときは、県屋外広

告物条例に基づいて許可を受けなければ

なりません⑥

現在、無許可で広告物を表示している

ものは、至急所定の手統きを行なってく

ださし､。また、 これから表示しようとす

るものは、必ず許1']-を受けてください。

悪質な違反哩告物を追放して、 きれい

なまちなみ､にしましょう。

※屋外広告物は、広告を禁止する区域（

一般道路路肩から5沈以内など） 、広告

を禁止する物件（橋りょう、 トンネル）

許可を受けて広告できる区域、許可.の不

要な広告物〆その他細かい制約がありま

÷
フo

詳しし､ことは、市都1 1丁計|凹課（鐘内線

266）にお問合せ<ださし､。

まちをきれいにして、茨城|旦休を迎え

ましょう。

鳥獣などによる被害

があったらご連絡を

皆さんの農作物、植林地が有害鳥獣に

より被害を受けるのを防止し生雄の増収

をはかるため、市有害烏獣駆除対箙協議

会があります。その下部組織に、椣川、

上君田、大能、中戸川の5班編成の駆除

隊員41名がいて、有害鳥獣の駆|漆を行な

っていますが効果をあげるには、 まず早

期発見を必要としますので、 スズメ、 カ

ラス、猪、 ウサギなどの被害がありまし

たら、市農林課農林係（量内線262）へ

ご連絡をお願いします。

ぞ自然を愛する友の会

一一に入会しませんか

この会は、 自然のままの､り物や植物に

接して楽しみ、科学的観察をとおして愛

護する心を育て、その知識を広めること

によって、郷土の口然に対する保謹の心

を養い、地域社会の発展を図ることを目

的として、 3月末にこの会を紬成してい

ます。
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ミ

ミ 市の人口と世帯数三

＝

7月1日現在 前月比 ：冒

言 人口 30．117人 （増0） §
昌

自 男 14．777人 （増4） 畠
昌

冒 女 15． 340人 （減4） ；
＝

皇世帯 8．078世帯 （増3） 自
園IⅡ1,, 0川1 . ,I I1U br l ll '‘ '1111‘‘ ﾛ ' 1 【‘ U1 I ItqI Il I1 .,1Ⅱ1,‘ , II I1 ' '' 111 00Ⅱ1,』 ' 1111 ,0Ⅱ1 ， ‘‘ ITI DUq ll I』,｡【1 11‘‘1 11 10‘ bL

“今月の納税｜ 辮辮鴬

§
(2明）

(2明）

市県民税

国民健康保険税

…謹蕊…"…鴬
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